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３．１１ 私の体験 
 ３月１１日、今日も平凡な一日が始まった。この日は離散会があり３年生は大いに盛り

上がっていた。そして２時４６分。鬼ごっこをしていた僕達はその揺れに気付かなかった。

しかし、少しずつ揺れが大きくなり外では、電柱が揺れていた。１分程揺れが続き、揺れ

がおさまった後の校舎は無惨だった。次の日が卒業式だったので体育館の飾りや椅子はバ

ラバラになっていた。 

 家に帰ると電気や水などのライフラインは全て止まっていた。唯一使えるのはケータイ

とラジオだけ。ラジオでは地震の被害状況などが詳しく放送されていた。太平洋側では津

波の被害がとても大変だと知り、僕は秋田に住んでいてとても幸せだと感じました。また、

福島では原子力発電所が爆発したと報道されていた。この震災でたくさんの人が犠牲にな

ってしまった。 

 この日の夜はこれまでに体験したことのないものだった。電気が使えなかったのでとて

も寒かった。また、水も断水してその日は風呂に入ることができなかった。TV ももちろん

見ることができなかった。何もすることがなくその日は早めに床についた。 

 次の日、天気はとてもよかったが外にはあまり出たくなかった。この日も特にすること

がなく、ラジオのニュースを聞いていた。近くのスーパーマーケットに行ってみたが食料

はほとんど売り切れていた。家の冷蔵庫には食べ物がほとんどなかった。この日も特にす

ることがなく午後はずっと昼寝をして時間を潰していた。夜は、ろうそくの火をつけて夜

ご飯を食べた。（チーズフォンデュ チョコレート ETC・・・）この日の９時頃電気が普

及した。それと同時に僕はテレビに電源をつけた。どの番組も地震のニュースしかやって

いなかった。改めて、今回の地震の被害の大きさを実感した。電気が復旧したので次の日

からは少しずつもとの生活にもどっていった。 

地震後３ヶ月間の私の動き 

 この３ヶ月間で僕の生活や考え方は劇的に変化した。例えば、勉強するときやご飯を食

べるときに電気をなるべく使わないように心がけている。また、水の出しっぱなしなど無

駄なことをしないように心がけるようになりました。被災した人達のことを考えると自然

とものを大切に使う心が生まれました。電気のある生活にとても幸せを感じた。それと同



時に、電気がなければ何もできないということを知りました。これからは、電気のありが

たみをしっかりと噛みしめて生活していきたいです。そして、無駄遣いをしないように心

がけたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、私にできること・・・ 
 

 今の私にできることは、被災地へのボランティア活動に積極的に参加することです。少

しでもはやく復旧復興することができるように支援していきたいです。また、募金活動に

も積極的に取り組んでいきたいです。また、節電や節水などにも取り組んでいきたい。 
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3.11 My experience 

太平洋プレート 

ユーラシアプレート 

日本海溝 

北アメリカプレート 



．Ｈ２ 

March 11. The ordinary day started again. We, the third-grader were enjoyed the 

disintegration party. 

I was playing tag with my friends. So, I did not notice the quake at first. But, the quake 

was getting big gradually. 

Telephone poles were swinging very much. The huge shake was continued for about one 

minute. 

The state was horrible in our school. We prepared everything for the graduation 

ceremony on next day. 

The chairs and decorations were spread out here and there. 

 

When I went back to my home, the lifeline was stopped at all. We could use only a cell 

radio and cellphone. 

We got information about this earthquake eagerly. 

I heard that the damages in the Pacific side were serious. I felt some lucks to live in 

Akita prefecture. 

A lot of people were killed in the disaster. And the Fukushima nuclear power plant had 

serious accidents.  

I had never experienced this kind of night. We could not use lights, water, TV and a bath. 

Moreover, it was cold. 

I had nothing to do, so I went to sleep early. 

 

On the next day, the weather was fine very much, but I did not want to go out. I had 

nothing to do again. I only listened the radio. 

When I visited a super market, foods were almost sold out. 

We had almost no foods in our refrigerator. I took a nap. At night, we took a evening 

meal(Cheese fondue chocolate etc.). 

The electricity had recovered at 9 PM. 

 

My movement of three months after earthquake 

 

In these 3 months, my life style and way of thinking were changed greatly. 

For example, I make efforts not to waste the excess electricity. 

It was for water also. 

I had thinking to use everything kindly because I thought the situation of victims in the 

stricken area. 



I felt happy to be able to use the electricity. We can not do any thing without the 

electricity. 

I wish to live thinking the importance of the electricity. 

I will do not waste money. 

 

I can do now. 

 

What can I do now? 

It is to participate in to the volunteer action. 

I wish to support them for early recovery as early as possible. 

I wish to cooperate to the fund-raising-campaign. 

I will do saving electricity and water actively. 

                                                                  

                                                         

完成日 ７月２１日 

 

 

外部リンク 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5

%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B%E6%B2%96%E5%9C%B0%E9%9C%87  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


